
豊富町議会広報紙

令和7年8月 第252号

とよとみ
議  会
とよとみ
議  会 6月定例会 ［6月19日］

豊
富
町
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「議会とよとみ」はスマートフォンでも見られます

「幸せ色に染まる」　佐々木亮子さん撮影
読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

6月定例会特集
議会が町のコトチェック
一般質問
議会レポート
　◇豊富高校３年生6月定例会傍聴
　◇広聴会「豊富高校町外からの通学生」
　◇広聴会「豊富温泉コンシェルジュデスク」
　◇研修会参加報告
議会からのお知らせ
高校生の声、中学生の声
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６月定例会のあらまし
　令和７年６月19日に６月定例会が開
かれました。
　はじめに、豊富高校３年生が授業の
一環として議会傍聴に来られている説
明があり、一般質問では２名の議員が
登壇し、「サロベツ川の治水について」
「大規模草地の施設について」「コンビ
ニエンスストアでの住民票、印鑑証明
書の発行サービスの進捗状況について」
「本町における食料品を扱う商店の減少
について」の４件の質問を町長へ行い
ました。
　また、町長から提出された１件の選
任同意、12件の条例改正、３件の補正
予算、１件の財産の取得、１件の報告
ついては、全て原案可決されました。

副町長の任命副町長の任命

　本町を取り巻く状況は、減少幅は多少鈍化しているも
のの、依然として「少子高齢化による人口減少」「基幹
産業である酪農家の減少」など、大変厳しい状況です。
　河田町長のもと、住民の皆様が『住みやすさを実感で
きるまちづくり』を目指し、微力ですが、全力で取り組
んでまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い
します。

副町長からのひとこと

全
会
一
致
で
同
意

全
会
一
致
で
同
意

陸上養殖実証実験「サクラマス」

　稚咲内地区において、漁港施設を活用した「陸上養殖事
業」の実証実験がスタートします。
　漁港内より取水した陸上海水での養殖事業が可能かを判
断するため、「サクラマス」の飼育実験を行い、海水での
成長速度や市場価格などを検証します。
　実証実験では、４トンの水槽に
800ｇのサクラマスを50尾導入し、
給餌・清掃・設備メンテナンスなど
の管理を地区漁業者にご協力いただ
き、実施します。
　将来的には、陸上養殖のサクラマ
スを地域の特産品と、ふるさと納税
の返礼品としての活用が期待されま
す。

新規事業

▲イメージ図
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６月定例会のあらまし
　令和７年６月19日に６月定例会が開
かれました。
　はじめに、豊富高校３年生が授業の
一環として議会傍聴に来られている説
明があり、一般質問では２名の議員が
登壇し、「サロベツ川の治水について」
「大規模草地の施設について」「コンビ
ニエンスストアでの住民票、印鑑証明
書の発行サービスの進捗状況について」
「本町における食料品を扱う商店の減少
について」の４件の質問を町長へ行い
ました。
　また、町長から提出された１件の選
任同意、12件の条例改正、３件の補正
予算、１件の財産の取得、１件の報告
ついては、全て原案可決されました。

豊富町企業立地促進条例

　近年、社会や経済の状況が大きく変化するなか、より戦略的な企業誘致の推進や既存企業に対
する支援策が求められており、企業のニーズを捉えた効果的な優遇制度とするため支援制度を拡
充します。
　一部改正後のポイントは次のとおりです。

■補助事業の目的■補助事業の目的
　町内の企業立地や産業振興を促進するため、町内に事業場を新増設する事業者に対し、助成等
の優遇措置を行うことにより、地域経済の発展と雇用機会の拡大を図ることを目的に補助金を交
付します。

■助成の対象者■助成の対象者
・事業場新設の場合
　事業場に係る固定資産を取得するために要する費用額が２，０００万円以上で、かつ、常時
使用する従業員数が３人以上

・事業場増設の場合
　事業場の増設に係る固定資産の費用額が１，０００万円以上で、かつ、常時使用する従業員
数が１人以上

■補助金の内容■補助金の内容

補助金 内　　容 期間・額・率など

事業振興奨励補助金 固定資産税相当額
事業場の新増設に伴う当該事業者
が所有する土地建物及び償却資産
に係る費用額

事業開始の年（年の中途から事業
を開始したときはその翌年）から
３年間
※議会の議決を経た場合は２年間
延長

事業場等建設・設置
費補助金

事業場の新増設の建設及び償却資
産に係る費用額

費用額の 100 分の 40
上限額 3,000 万円

土地取得費補助金 事業場の新増設の敷地（土地）取
得に係る費用額

取得価格の 100 分の 30 以内

雇用奨励補助金 事業場の新増設に伴う新規雇用者
に係る費用額

新規雇用者数に１年につき 15 万
円を乗じた額（１年以上常時雇用
される者に限る。）
上限額　150 万円
２年間限度

一部改正

Point
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町の
コト

チェ
ック

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
受
信
設
備
整
備
事
業

（
内
容
）
防
災
気
象
情
報
伝
達
に
か
か

る
シ
ス
テ
ム
更
改
に
伴
い
、
令
和
７
年

度
中
に
新
型
受
信
機
を
整
備
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
、
北
海
道
総
合
行
政
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
共
用
し
て
い
る
衛
星

受
信
設
備
の
分
離
が
必
要
と
な
る
た
め
、

整
備
す
る
も
の
。

Q
工
事
請
負
費
の
内
容
と
場

所
は

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
衛
星
受
信

ア
ン
テ
ナ
設
置
工
事
費
の
内
容
に
つ
い

て
、
ア
ン
テ
ナ
の
場
所
な
ど
、
ど
こ
に

ど
う
い
う
よ
う
な
も
の
が
設
置
さ
れ
る

の
か
。

A
北
海
道
の
ア
ン
テ
ナ
の
設

備
を
分
離
す
る
た
め
庁
舎

屋
上
に
設
置
す
る

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
に
用
い
る
も
の
で
、
現
在
北

海
道
の
設
備
と
し
て
庁
舎
屋
上
に
大
き

な
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
共

有
し
て
い
る
状
況
に
な
る
た
め
、
ア
ン

テ
ナ
に
障
害
が
発
生
し
た
場
合
に
２
つ

の
シ
ス
テ
ム
が
両
方
停
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
か
ら
、
専
用
で
整
備
す
る
よ
う
通

知
が
出
さ
れ
、
現
在
設
置
の
ア
ン
テ
ナ

の
西
側
に
整
備
す
る
予
定
。

Q
不
感
地
帯
の
対
応
は

　
ア
ン
テ
ナ
を
建
て
て
受
信
し
、
そ
れ

だ
け
で
果
た
し
て
地
域
に
全
部
行
き
渡

る
の
か
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
て
衛
星
に
す

る
な
ど
、
不
感
地
帯
の
対
応
を
ど
う
す

る
か
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
町
と
し
て

ど
う
取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
。

A
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
町
民

周
知
の
継
続
と
他
の
手
段

を
検
討
す
る

　
衛
星
回
線
を
使
用
し
た
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る

町
民
へ
の
周
知
は
、
自
動
的
に
防
災
行

政
無
線
・
防
災
メ
ー
ル
・
戸
別
受
信

機
・
防
災
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
へ
速
達
さ

れ
、
職
員
の
手
を
介
さ
ず
通
知
で
き
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
引
き
続

き
情
報
を
広
げ
、
こ
の
ほ
か
に
手
段
が

な
い
か
検
討
す
る
。

　
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
予
算

案
等
は
、
総
務
産
業
常
任
委
員

会
・
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で

慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
豊
富
町
は
ど
う
な
っ
て
い
く

の
？
私
た
ち
の
税
金
は
ど
ん
な

コ
ト
に
使
わ
れ
て
い
く
の
？
」

　
委
員
会
で
は
、
そ
ん
な
疑
問

を
解
消
す
る
た
め
議
員
か
ら
町

の
執
行
部
へ
様
々
な
質
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
実
際
に
行
わ
れ
た
議
員
の
質

問
と
町
の
回
答
を
一部
ご
紹
介

し
ま
す
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
機
能
拡

充
シ
ス
テ
ム
使
用
料

（
内
容
）
豊
富
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
、
現
在
１
９
５
１
人
の
登
録
者
の

う
ち
、
ブ
ロ
ッ
ク
数
４
７
０
人
と
増
加

傾
向
に
あ
り
、
機
能
の
拡
充
を
行
う
も

の
。Q

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
拡
充
の
内

訳
と
具
体
策
は

　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
内
訳
と
町
民
が
必

要
な
情
報
を
ど
う
入
れ
る
の
か
の
具
体

策
を
教
え
て
ほ
し
い
。

A
必
要
な
カ
テ
ゴ
リ
の
み
を

チ
ェ
ッ
ク
し
受
信
す
る
仕

組
み
を
導
入
す
る

　
情
報
の
混
在
や
偏
り
が
あ
り
、
結
果

と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
や
未
読
が
一
定
程
度

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
機
能
を
拡
充
し
、
町
民

も
必
要
な
情
報
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た

め
、
希
望
す
る
情
報
だ
け
を
受
信
す
る

設
定
が
で
き
る
運
用
に
し
た
と
考
え
て

い
る
。

　
具
体
的
に
は
イ
ベ
ン
ト
・
観
光
、
防

災
・
災
害
、
町
に
よ
っ
て
は
ヒ
グ
マ
の

運
用
も
あ
る
が
、
情
報
に
カ
テ
ゴ
リ
を

設
定
し
、
受
信
し
た
い
カ
テ
ゴ
リ
だ
け

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
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　豊富町議会では、豊富町で撮影した写真及びメッセージを募集します。ご応募いただいた中から選定し「議会
とよとみ」の表紙写真とさせていただきます。たくさんのご応募お待ちしております！
応募資格　豊富町の写真を撮影した方
募集内容　風景・人物問わず豊富町で撮影した写真と100文字以内のメッセージを募集します。笑顔になれる大

人・子どもの写真や、心癒される風景写真などお待ちしております！
　　　　　写真サイズはできるだけ大きく、JPG形式でお願いします。
募集期間　随時募集
応募方法　下記アドレスに、件名「議会とよとみ表紙写真」と記入し、本文にメッセージと連絡先（住所、氏名、

電話番号）を記入の上、写真を送付してください。
　　　　　gikaijimukyoku@town.toyotomi.hokkaido.jp

議会とよとみ表紙写真募集中！

「
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
（
絞
り
込
み
配

信
）
」
で
必
要
な
情
報
だ
け
を
取
得
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
導
入
し
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
任

用
事
業

（
内
容
）
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設

に
配
置
が
必
要
な
健
康
運
動
指
導
士
に

つ
い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
雇
用
を
行
い
、
地
域
外

の
人
材
を
誘
致
し
地
域
活
動
の
充
実
を

図
る
も
の
。

Q
任
用
の
目
途
は

　
商
工
費
で
会
計
年
度
任
用
職
員
を
雇

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
目
途
は
あ

る
の
か
。

A
予
算
可
決
後
に
募
集
を
開

始
す
る

　
職
員
募
集
に
か
か
る
経
費
と
し
て
、

広
告
料
や
手
数
料
を
計
上
し
て
お
り
、

予
算
可
決
後
に
募
集
を
開
始
す
る
。

Q
定
着
す
る
た
め
の
募
集
方

法
は

　
辞
め
て
い
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
体
制
を
作
れ
る
の
か
。

Q
全
体
の
事
業
費
と
今
後
の

イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
は

　
商
工
夏
ま
つ
り
事
業
の
全
体
の
事
業

費
の
内
訳
と
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
、
豊
富
町
と
言
え
ば
人
気
が
あ
る
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
あ
る
程
度
集
約

し
て
規
模
を
大
き
く
、
も
う
少
し
事
業

費
を
か
け
た
企
画
の
考
え
は
な
い
の
か
。

A
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
検
討
す
る

　

全
体
事
業
費
５
７
０
万
円
に
対

し
、
商
工
会
１
１
５
万
円
・
協
賛
金

１
９
５
万
円
・
町
補
助
金
２
６
０
万
円
。

　
今
後
は
、
商
工
会
・
観
光
協
会
な
ど

の
関
係
団
体
に
問
い
か
け
、
地
元
の
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
な
か
で
検
討

す
る
が
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
ほ
と
ん
ど

い
な
く
、
役
場
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
出
て
い
る
実
情
も
あ
る
。

　
定
着
し
、
利
用
者
が
有
効
活
用
で
き

る
よ
う
な
対
策
と
し
て
、
ど
う
募
集
を

か
け
る
の
か
。

　
専
門
職
が
専
門
以
外
を
担
う
の
は
厳

し
く
、
募
集
の
際
に
内
容
を
説
明
し
な

い
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な

る
。A

明
確
な
勤
務
条
件
等
を
明

示
す
る

　
事
前
に
明
確
な
勤
務
条
件
等
を
明
示

し
て
、
本
人
と
面
接
を
行
い
な
が
ら
確

認
す
る
。

　
来
る
方
は
健
康
運
動
指
導
士
の
業
務

だ
け
を
や
る
と
考
え
て
来
る
と
思
う
の

で
、
事
務
の
一
部
を
担
う
こ
と
を
明
確

に
示
し
募
集
す
る
。

　
過
去
に
２
例
ほ
ど
定
着
せ
ず
に
離
れ

て
い
く
事
例
が
あ
り
、
今
回
は
業
務
を

明
確
に
し
、
面
接
で
も
吟
味
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

商
工
夏
ま
つ
り
運
営
費

補
助
事
業

（
内
容
）
地
域
振
興
事
業
に
要
す
る
事

業
費
と
し
て
、
商
工
夏
ま
つ
り
運
営

（
花
火
大
会
）
に
係
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
。
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　議員が町の事務の執行状況や将来の方針について、町長などに説明・報告を求

め、町が町民のための適切な町政運営を行っているかを確認するものです。

　今回は２名の議員から一般質問が提出されたのでご紹介します。

⑴サロベツ川の治水について
⑵大規模草地の施設について

一般質問とは？

２番　水戸部　正博・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P７
みとべ まさひろ

ささき まこと

⑴コンビニエンスストアでの住民票、印鑑証明書の発行サービスの
進捗状況について

⑵本町における食料品を扱う商店の減少について

５番　佐々木　誠・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P８

一
般
質
問

一
般
質
問

ココが聞きたい！ココが聞きたい！

一 般 質 問一 般 質 問
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一
般
質
問

一
般
質
問

議員

サ
ロ
ベ
ツ
川
落
合
の
開
光
橋
付
近

は
、
雪
解
け
の
時
期
や
豪
雨
の
時

に
は
、
危
険
水
位
に
な
っ
た
り
、
牧
草
地

が
水
に
浸
か
る
事
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
は
、
芦
川
あ
た
り
ま
で
影
響

が
あ
り
治
水
に
関
し
て
、
大
変
憂
慮
さ
れ

る
問
題
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
川
は
サ
ロ
ベ
ツ

原
野
に
つ
な
が
り
、
国
立
公
園
た
る
湿
原

の
乾
燥
化
の
問
題
に
も
密
接
に
関
係
し
て

き
ま
す
の
で
、
大
変
、
複
雑
で
繊
細
な
問

題
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
シ
ジ
ミ
で
有
名
な
天
塩
町
の

天
塩
川
に
合
流
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
開
光
橋
付
近
に
、
旧
開
光
橋

の
残
骸
が
多
数
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
、

水
流
を
明
ら
か
に
妨
害
し
て
お
り
、
橋
を

か
け
替
え
た
時
の
不
始
末
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
最
低
限
、
こ
れ
ら
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、

河
川
管
理
者
に
強
く
、
要
請
を
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町長

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
サ
ロ
ベ

ツ
川
で
は
融
雪
時
期
や
大
雨
の
際

に
は
氾
濫
危
険
水
位
に
達
し
、
牧
草
地
へ

の
浸
水
や
町
道
冠
水
に
よ
る
通
行
止
め
な

ど
が
発
生
し
、
町
と
し
て
も
憂
慮
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
も
４
月
中
旬
か
ら
の
気
温
の
上

昇
に
伴
い
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
の
水
位
も
上
昇

し
、
４
月
16
日
の
雨
も
重
な
り
、
氾
濫
危

険
水
位
を
超
過
し
て
芦
川
を
含
む
サ
ロ
ベ

ツ
川
流
域
で
牧
草
地
が
浸
水
い
た
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
は
、
道
道
４
４
４
号
線
稚
咲
内

豊
富
停
車
場
線
の
開
運
橋
付
近
に
お
い
て
、

サ
ロ
ベ
ツ
川
の
増
水
の
た
め
、
４
月
22
日

ま
で
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
、
旧
橋
の
残
骸
や

水
流
を
明
ら
か
に
妨
害
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
目
に
見
え
て
旧
橋
梁
の
橋
脚

や
橋
台
が
残
っ
て
い
る
も
の
も
無
く
、
大

き
な
石
や
堆
積
物
に
よ
り
、
川
幅
が
狭
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
そ
の
す
ぐ
下
流
で
は
排
水
路
の
合

流
に
よ
り
、
以
前
の
航
空
写
真
と
見
比
べ

る
と
合
流
部
分
の
川
幅
が
広
が
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
旧
橋
付
近
で
は
狭
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
か
と
思
い

ま
す
。

　
昨
年
度
、
稚
内
建
設
管
理
部
河
川
係
が

現
地
確
認
し
た
際
に
は
、
残
骸
と
呼
べ
る

も
の
は
見
当
た
ら
ず
、
特
に
川
の
流
れ
を

阻
害
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
も
確
認
で
き
な

か
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ご
質
問
の
趣
旨
は
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
の
氾

濫
に
よ
る
人
畜
被
害
や
牧
草
地
、
道
路
に

影
響
が
な
い
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
北
海
道
要
望
に
対
し
、
サ
ロ
ベ
ツ
川

落
合
地
区
を
含
む
河
川
改
修
の
要
望
や
、

伐
採
処
理
な
ど
の
維
持
管
理
の
徹
底
な
ど

を
引
き
続
き
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
の
上
流
域
に
つ
い

て
、
現
在
、
稚
内
建
設
管
理
部
で
は
、
現

地
の
地
形
・
地
質
条
件
や
生
態
環
境
へ
の

影
響
等
も
考
慮
し
た
な
か
で
、
サ
ロ
ベ
ツ

川
河
道
内
調
整
池
の
調
査
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
サ
ロ
ベ
ツ
川
の
治
水
対
策
が
早
期
に
実

施
さ
れ
、
融
雪
時
期
や
大
雨
時
に
よ
る
被

害
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続

き
北
海
道
に
対
し
て
要
望
活
動
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

水水
みみ

戸戸
とと

部部
べべ

　　正正
まさまさ

博博
ひろひろ

 議員 議員

サロベツ川の治水について問
融雪時期や大雨時による被害が軽減さ
れるよう、サロベツ川の治水対策を引
き続き北海道に要望する

町長

大
規
模
草
地
の
施
設
に
つ
い
て

問
令
和
９
年
度
か
ら
５
か
年
で
畜
舎
や
草
地
整
備
改
良
な

ど
の
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
酪
農
家
の
預
託
要
望
に

応
え
る
べ
く
、
指
定
管
理
者
な
ど
検
討
を
進
め
る

町長
議員

令
和
６
年
度
の
議
員
町
内
視
察
に

お
い
て
、
大
規
模
草
地
を
視
察
し

た
際
に
施
設
の
老
朽
化
が
目
に
つ
い
た
の

で
す
が
、
豊
富
町
の
基
幹
産
業
と
位
置
付

け
る
酪
農
業
を
下
支
え
す
る
施
設
と
し
て

は
、
い
か
が
な
も
の
か
と
感
想
を
持
ち
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
、
容
量
も
不
足

し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　
長
期
的
計
画
に
よ
る
更
新
を
行
う
予
定

は
な
い
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。
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町長

議
員
ご
指
摘
の
大
規
模
草
地
に
お

け
る
施
設
は
、
１
号
牛
舎
に
つ
い

て
は
、
牧
場
開
設
当
初
の
昭
和
44
年
度
建

設
、
２
号
牛
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
３
年

に
そ
れ
ぞ
れ
建
設
が
さ
れ
、
長
い
年
月
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
が
、
施
設
整
備
に
は
、
多
額
の

費
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
助
事

業
に
よ
る
整
備
を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
道
営
事
業
に
よ
り
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
に
か
け

て
計
画
樹
立
を
行
い
、
令
和
９
年
度
か
ら

令
和
13
年
度
の
５
か
年
で
事
業
の
実
施
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者

の
考
え
も
踏
ま
え
、
畜
舎
や
草
地
整
備
改

良
、
機
械
導
入
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、
概
算
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
20
億
円
程
度
の
見
込
み
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
の
計
画
樹
立
作
業
の
な
か
で
、

費
用
対
効
果
な
ど
の
分
析
に
よ
り
、
事
業

費
な
ど
に
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
本
町
と
し
て
は
、
酪
農
家
の
預
託
要
望

に
応
え
る
べ
く
、
指
定
管
理
者
や
関
係
機

関
な
ど
と
、
更
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

佐佐
ささ

々々
ささ

木木
きき

　　誠誠
まことまこと

 議員 議員

コンビニでの住民票・印鑑証明書の
発行サービスの進捗状況について問

住基システムを標準化へ変更すること
が先決であり、町民へのサービス低下
とならぬよう執り進める

町長

議員

令
和
５
年
６
月
の
定
例
会
に
お
い

て
、
同
僚
議
員
が
一
般
質
問
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票・

印
鑑
証
明
書
の
取
得
に
つ
い
て
、
当
町
で

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
こ
の
時
の
町
長
の
答
弁
で
は
「
休
日
対

応
を
含
め
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
サ
ー
ビ

ス
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
手
段
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
方
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
」

と
回
答
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
推
進
す
る
段

階
で
は
、
土
日
・
祭
日
・
休
日
で
も
住
民

票
・
印
鑑
証
明
書
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り

大
変
便
利
に
な
る
と
言
っ
て
推
進
し
た
は

ず
で
す
。

　
あ
れ
か
ら
２
年
が
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
対
応
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故

な
の
か
町
長
の
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町長

住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
６
月

議
会
に
お
い
て
、
佐
々
木
政
義
議
員
よ
り

一
般
質
問
を
い
た
だ
き
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
の
シ
ス
テ
ム
改

修
な
ど
に
つ
い
て
、
事
業
者
と
協
議
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和

７
年
度
中
の
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
統

一
・
標
準
化
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
と
重
な

り
、
先
ず
、
住
基
シ
ス
テ
ム
を
標
準
化
シ

ス
テ
ム
へ
変
更
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
っ

た
た
め
、
現
段
階
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
実

施
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
本
町
に
お

け
る
標
準
化
に
伴
う
新
シ
ス
テ
ム
の
稼
働

が
令
和
８
年
２
月
中
旬
頃
と
見
込
ま
れ
て

お
り
、
新
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
ま
す
と
、

役
場
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
自
動

交
付
機
が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
踏

ま
え
、
早
急
に
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
自
動
交

付
機
の
代
替
な
ど
具
体
的
対
応
を
進
め
、

町
民
の
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
と
な
ら

ぬ
よ
う
、
執
り
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議員

先
日
、
急
に
印
鑑
証
明
書
が
必
要

と
な
り
コ
ン
ビ
ニ
に
問
合
せ
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
、「
コ
ン
ビ
ニ
で
は
発

行
す
る
機
械
は
設
置
し
て
あ
る
ん
で
す
が
、

豊
富
町
で
デ
ー
タ
を
供
給
し
て
も
ら
え
て

い
な
い
の
で
発
行
で
き
な
い
」
と
い
う
回

答
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
隣
町
の
コ
ン
ビ
ニ
で
確
認
し

た
と
こ
ろ
「（
隣
）
町
で
は
既
に
対
応
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
回
答
で
し
た
。

　
近
隣
の
町
で
対
応
し
て
い
る
の
に
、
当

町
で
は
な
ぜ
対
応
で
き
な
い
の
か
。

　
シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
や
財
政
の
問
題
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
優
先
す
る
こ
と
を
大
事
に
し

て
お
ら
れ
る
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町長

当
町
に
お
い
て
は
、
ロ
ビ
ー
に
設

置
し
て
る
自
動
交
付
機
の
シ
ス
テ

ム
は
、
コ
ン
ビ
ニ
移
行
を
す
る
と
ロ
ビ
ー

の
自
動
交
付
機
が
使
え
な
く
な
る
と
い
う

点
が
あ
り
ま
し
た
。
検
討
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
国
の
Ｄ
Ｘ
が
入
っ
て
き
ま
し
て
、
ま

ず
は
、
こ
の
D
Ｘ
を
進
め
る
た
め
に
は
シ

ス
テ
ム
更
新
を
し
て
い
き
、
そ
の
中
で
、
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コ
ン
ビ
ニ
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
く
と
い
う
計
画
に
変
更
し
て
お
り

ま
す
。

　
新
し
い
Ｄ
Ｘ
で
は
、
役
場
の
ロ
ビ
ー
の

自
動
交
付
機
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
と
き
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
へ
お
願
い
し

計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
国
か
ら
も
、
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
早
急
に

対
応
す
る
よ
う
に
と
い
う
ご
指
導
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム
対
応
す

る
ベ
ン
ダ
ー
が
い
な
く
て
対
応
し
切
れ
な

い
状
況
で
、
当
町
で
も
、
繰
越
明
許
で
2

年
間
か
け
な
い
と
移
行
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
決
し
て
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

す
と
、
人
口
減
少
や
近
隣
大
型
店
舗
な
ど

へ
の
買
い
物
客
の
流
出
、
後
継
者
不
足
、

ネ
ッ
ト
通
販
の
普
及
な
ど
と
い
っ
た
複
合

的
な
要
因
が
影
響
し
、
閉
店
や
空
き
店
舗

が
増
加
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
企
業
立
地
補

助
金
や
商
工
業
活
性
化
補
助
金
な
ど
の
制

度
に
よ
り
、
商
工
業
へ
の
新
規
参
入
や
育

成
を
目
的
に
商
工
業
の
活
性
化
に
向
け
執

り
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

店
舗
閉
店
は
、
町
民
の
皆
様
に
ご
不
便
を

お
か
け
す
る
と
と
も
に
、
町
の
活
力
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
も
協
議
検
討
を
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
商
工
会
を

は
じ
め
関
係
団
体
な
ど
と
空
き
店
舗
へ
の

新
規
参
入
や
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
体

系
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
協
議

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議員

Ａ
コ
ー
プ
店
舗
の
再
利
用
策
と
し

て
、
町
内
で
要
望
の
多
い
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
な
ど
を
誘
致
す
る
ほ
か
、
施
設

を
利
用
し
て
公
設
民
営
方
式
で
の
店
舗
を

運
営
す
る
な
ど
の
方
策
が
必
要
と
思
い
ま

す
の
で
、
町
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
A
コ
ー
プ
が
閉
店
す
る
こ
と
に

な
る
と
、
付
近
の
住
民
や
特
に
駅
前
団
地

に
は
、
多
く
の
お
年
寄
り
が
住
ん
で
お
ら

れ
、
日
々
の
買
物
に
は
大
変
苦
労
す
る
こ

と
に
な
り
、
巡
回
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
駅

前
か
ら
大
通
り
も
回
る
ル
ー
ト
に
変
更

し
、
さ
ら
に
、
回
数
も
増
や
し
て
い
た
だ

本
町
に
お
け
る
食
料
品
を
扱
う
商
店
の
減
少

に
つ
い
て

問
関
係
団
体
な
ど
と
具
体
的
な
対
策
の
協
議
検
討
を
進

め
る

町長
議員

本
町
で
は
昨
年
、
駅
前
に
あ
っ
た

米
・
酒
な
ど
の
商
店
が
閉
店
し
、

今
年
は
大
通
り
の
老
舗
家
具
店
が
閉
店
と

な
り
、
大
通
り
で
は
営
業
し
て
い
る
商
店

は
わ
ず
か
と
な
り
、
大
変
寂
し
い
状
態
で

あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
度
A
コ
ー
プ
と
よ
と
み
店

も
閉
店
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
り
ま
す
。

　
A
コ
ー
プ
が
閉
店
と
な
れ
ば
、
生
鮮
食

料
品
を
扱
う
ス
ー
パ
ー
は
１
件
の
み
と
な

り
、
特
に
市
街
地
の
北
側
の
車
を
持
た
な

い
住
民
の
皆
さ
ん
は
大
変
不
便
と
な
り

「
買
い
物
難
民
」
に
な
る
と
心
配
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
町
長
は
こ
の
よ
う
な
商
店
街
の
状
況
に

鑑
み
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
ど
の
よ

う
に
解
消
し
、
対
応
し
て
い
く
の
か
見
解

を
お
聞
き
し
ま
す
。

町長

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
A
コ
ー

プ
が
閉
店
し
ま
す
と
生
鮮
食
料
品

を
扱
う
店
舗
は
、
ス
ー
パ
ー
１
店
舗
と
な

り
、
町
民
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
本
町
の
商
店
の
状
況
を
見
ま

き
、
住
民
の
不
安
を
解
消
し
た
ら
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

町長

Ａ
コ
ー
プ
の
跡
地
の
件
は
、
農
協

さ
ん
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
皆
さ

ん
が
要
望
し
て
お
り
ま
す
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
を
含
め
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
相
手
側
の
意
向
に
沿
う
こ
と
が

で
き
ず
、
１
つ
の
案
が
実
行
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
事
実
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
た
だ
、
農
協
さ
ん
も
非
常
に
協
力
的
な

こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
て
ま
す

の
で
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を
誘
致
で
き
な

い
か
、
我
々
も
も
う
一
度
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
関
係
機
関
に

種
ま
き
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
駅
前
団
地
の
方
の
、
非
常
に
買
物
が
不

便
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
地
域
交
通

の
検
討
に
入
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
辺
は

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
し
、
浸
透
し
て
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
沿
岸
バ
ス
は
皆
さ
ん
、
無

料
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
有
効
に
使
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
私
の
ほ
う
に
入
っ
て
る
情
報
と
し
て
は
、

A
コ
ー
プ
さ
ん
が
9
月
末
で
営
業
を
終
了

す
る
と
い
う
お
話
な
の
で
、
こ
の
間
に
い

い
答
え
が
出
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
ほ
か
の

対
策
も
検
討
し
な
が
ら
町
民
の
皆
さ
ん
の

期
待
に
答
え
れ
る
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
既

存
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化
す
る

こ
と Ｄ

Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︶
と
は
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▶豊富町の予算の話を聞いて、小さな町でも思った以上に予算が

必要だということを知った。

▶この議会を通して何が変わったいくのか楽しみです。ドラックス

トアができると嬉しいです。

▶一般質問の際、他の地域と比べることによって、より後押しさせ

るようなことに関心した。

　ドラマで見たような
裁判する感じで興味

深く、不思議でした。
何か月後に私たちも

その場で話すと思い
ますが、うまくできる

か不安です。でも、質
問を備え余念無く準

備していきたいと思い
ます。

　終始緊迫したような雰囲気が流れており、質疑応答は素早く話していて、少し聞き取りずらい瞬間もあった。内容はちゃんと今の豊富で考えた方がよい話をしていたので、ちゃんと議会は行われているんだなと感じました。

　6月19日（木曜日）に開催された「令和
７年第２回定例会」に、豊富高等学校３年
生の皆さんが傍聴に来られました。
　本会議では「一般質問」のなかで、議員
が町へどのように声を届けているのかを
見学し、9月に開催が予定されている「高
校生議会」に向けて、本番の臨場感や会
議の進行を学んでいただきました。
　今回の傍聴や高校生議会を通して、次
世代を担う高校生の皆さんに町政や議
会への関心を高めていただけたら幸い
です。

議会レポート

豊富高校3年生
6月定例会傍聴

傍聴を終えた生徒さんより感想をいただき
ましたので、一部をご紹介します。

　普段あまり豊富の議会などについて関心を持っていなかったけど、今回の議会傍聴を通して、普段から検討に検討を重ねて、とてもがんばっているんだなと感じた。

▼スマートフォンを
　お持ちの方は
　こちらもご覧ください！

　議長と町長の一般行
政報告を聞いて、豊

富の外の町でも仕事
をして、他の町から参

考になるようなことを
取り入れているのか

なと思ったことと、町の
ためになることの質

問の他に実施している
ことの進捗確認も質

問されていることも知
れて良かったなと思

いました。

　今日の議会を見て、これで街が変わるとは思えない。正直もっと活発な議論があると思ってたけど、決められたことをただこなしてる感じでがっかりした。　地元の人が大事なはずなのに誰のためにやっているか分からない。このままだと人口が減り続ける一方だと思う。

議会に対し、興味・関心・疑問に感じたこ
と
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▶豊富町の予算の話を聞いて、小さな町でも思った以上に予算が

必要だということを知った。

▶この議会を通して何が変わったいくのか楽しみです。ドラックス

トアができると嬉しいです。

▶一般質問の際、他の地域と比べることによって、より後押しさせ

るようなことに関心した。

　ドラマで見たような
裁判する感じで興味

深く、不思議でした。
何か月後に私たちも

その場で話すと思い
ますが、うまくできる

か不安です。でも、質
問を備え余念無く準

備していきたいと思い
ます。

　終始緊迫したような雰囲気が流れており、質疑応答は素早く話していて、少し聞き取りずらい瞬間もあった。内容はちゃんと今の豊富で考えた方がよい話をしていたので、ちゃんと議会は行われているんだなと感じました。

　6月19日（木曜日）に開催された「令和
７年第２回定例会」に、豊富高等学校３年
生の皆さんが傍聴に来られました。
　本会議では「一般質問」のなかで、議員
が町へどのように声を届けているのかを
見学し、9月に開催が予定されている「高
校生議会」に向けて、本番の臨場感や会
議の進行を学んでいただきました。
　今回の傍聴や高校生議会を通して、次
世代を担う高校生の皆さんに町政や議
会への関心を高めていただけたら幸い
です。

議会レポート

豊富高校3年生
6月定例会傍聴

傍聴を終えた生徒さんより感想をいただき
ましたので、一部をご紹介します。

　普段あまり豊富の議会などについて関心を持っていなかったけど、今回の議会傍聴を通して、普段から検討に検討を重ねて、とてもがんばっているんだなと感じた。

▼スマートフォンを
　お持ちの方は
　こちらもご覧ください！

　議長と町長の一般行
政報告を聞いて、豊

富の外の町でも仕事
をして、他の町から参

考になるようなことを
取り入れているのか

なと思ったことと、町の
ためになることの質

問の他に実施している
ことの進捗確認も質

問されていることも知
れて良かったなと思

いました。

　今日の議会を見て、これで街が変わるとは思えない。正直もっと活発な議論があると思ってたけど、決められたことをただこなしてる感じでがっかりした。　地元の人が大事なはずなのに誰のためにやっているか分からない。このままだと人口が減り続ける一方だと思う。

議会に対し、興味・関心・疑問に感じたこ
と
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広報広聴
常任委員会

広聴会

with

議
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
レ
ポ
ー
ト

[参加議員] 千
ち ば

葉　　久
ひさし

竹
たけなか

中　隆
たかひろ

浩
小
お が さ わ ら

笠原照
て る み

美
鎌
かまくら

倉　和
か ず お

雄
佐
さ さ き

々木政
まさよし

義
水
み と べ

戸部正
まさひろ

博

　令和 7 年 5 月 13 日（火曜日）に豊富高校の町外（稚
内市、幌延町）から通学している 8 名の高校生に参加い
ただき広聴会を開催しました。
　入学から間もない新入生は緊張した様子でしたが、議
員からの質問に積極的に答えてくれましたので、その内
容をご紹介します。
　豊富高校に町外から通学している生徒の皆さまご協力
ありがとうございました。

通学などで不便なこと
■稚内市からの通学生より
▶駅舎に設置されているスピーカーの音質な
どを改善してほしいです。『ザー……分遅れ
ます…』のように全部が明確に聞こえない
感じで、“ なぜ遅れたのか？ ”“ 何分遅れるの
か？ ”がわからない状態です。
▶駅舎のストーブが４月に入ったら消えてし
まい、雪が降った日は結構寒かった。３月ま
ではずっと点いていたのでありがたかったで
す。

■幌延町からの通学生より
▶スクールバスの停留所を増やしてほしいで
す。希望は、幌延町の公営住宅から場所が近
い「幌延町役場前」からです。
▶吹奏楽部では、土日も練習することがあり
ますが、土日はスクールバスが出ません。親
は土日でも仕事があるので困るときがあり、
土日の部活に対応したスクールバスを出して
ほしいです。

　議員から「度々お話しを聞かせてください。」と生徒たちにお伝えしました。
　今後も、豊富高校の存続に向けて、意見や要望の聞き取り調査を継続して実施します。

豊富高校
町外からの
通学生

1212■No.252 ■議会とよとみ 2025



広報広聴
常任委員会

広聴会

with

議
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
レ
ポ
ー
ト

[参加議員] 千
ち ば

葉　　久
ひさし

竹
たけなか

中　隆
たかひろ

浩
小
お が さ わ ら

笠原照
て る み

美
鎌
かまくら

倉　和
か ず お

雄
佐
さ さ き

々木政
まさよし

義
水
み と べ

戸部正
まさひろ

博

豊富温泉
コンシェルジュ
デスク

　令和７年７月２日（水曜日）に豊富温泉コンシェルジュ
デスク職員との広聴会を開催しました。
　コンシェルジュデスクの役割や相談業務をするうえで
の要望などを伺いました。
　職員から出された状況や課題の一部をご紹介します。
　ご協力いただきました豊富温泉コンシェルジュデスク
の皆さまありがとうございました。

▶移住希望者はいるが、民営賃貸物件が少ないことや、公営住宅の制限などにより住居を案内しづらい。
▶買い物などのアクセスが悪く、町まで行かないと生鮮食品がない。
▶ふれあいセンターの老朽化で頻繁に機械が故障し休館となることがある。
▶健康相談員の実数が減少している。
▶給与や待遇面が充実しておらず、本来の仕事以外に副業をしなければならな
いので、休養が取れず体調面の負担が大きい。

　豊富温泉は、「アトピー性皮膚炎や乾癬などの皮膚疾
患に効能がある」として知られ、泉質的にも環境的に
もとても希少価値があり魅力的な環境で、自然・医療・
観光の複合資源として活用できるポテンシャルがあり
ます。
　健康を軸にした魅力ある町には、人が集い活気が生
まれます。施設や環境の整備がすすみ、人と地域をつ
なげ交流人口が増え『あの町に行けば、心も身体も元
気になれるね』と言われるように住民にとっても、訪
れる人にとっても、誇れる場所になり活性化していく
と嬉しいです。

スタッフ 今
い ま い

井　恵
え み

美さん  スタッフ 磯
い そ べ

部　航
こ う き

輝さん  

健康相談員 水
みずたに

谷　康
み ち よ

代さん

［コンシェルジュデスクの役割］　湯治相談／移住・求人相談／
交通・宿泊・観光案内／情報提供／ SNS や動画等を通じた情
報発信／イベントの実施／本や運動器具などの貸出

［豊富温泉
コンシェルジュデスクとは？］

　
　コンシェルジュデスクは「豊富
温泉の総合案内所」です。
　湯治のご相談を始め、周辺交通
機関や宿泊施設のご案内などを
行っています。
　また、湯治客の憩いの場でもあり、
同じ悩みを持つ仲間同士、交流の場
としてもお使いいただけます。
　滞在中のお友達づくりの場とし
てぜひご利用ください。

コンシェルジュデスクからのメッセージ

■場　　所：ふれあいセンター２階
■営業時間：10 時から 17 時

（12 時から 13 時は昼休）
■お問合せ：0162-82-3782

困っていること困っていること

Question
Question
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研修会
■開 催 日 令和7年5月20日

宗谷管内
町村議会
議員研修会
　５月20日（火曜日）にサフィールホテル稚内で行われた
「宗谷管内町村議会議員研修会」に、９名の議員が出席し
ました。
　株式会社セコマの丸谷会長を講師に迎え「産業と地域
を支える物流の重要性」と題し、豊富町牛乳工場の効率
的な物流網の事例や過疎地域での協力体制などの講演
をいただきました。
　宗谷管内の町村議会議員が集まり活発な意見交換が
行われ、実りある研修会となりました。

議
会
レ
ポ
ー
ト

研修会
■開 催 日 令和7年７月８日

北海道
町村議会
議員研修会
　７月８日（火曜日）に札幌コンベンションセンターで行わ
れた「北海道町村議会議員研修会」に、豊富町議会からは
８名の議員が出席しました。
　研修会では、西南学院大学の勢一教授より「地方議会
における議員の多彩化に向けて」、人口戦略会議の増田
副議長より「人口減少社会を生き抜くために」と題して、
それぞれ講演会が行われました。
　両氏の講演内容とも非常に興味深く、熱心に耳を傾け、
議員一同大変勉強になりました。

　これからも、積極的に議員研修会等に参加し、今後の活動に役立てるとともに町の議会改革
に向けて努めてまいります。

[ 参加議員 ]
　千

ち ば
葉　　久

ひさし
　　鎌

かまくら
倉　和

か ず お
雄

　水
み と べ

戸部正
まさひろ

博　　竹
たけなか

中　隆
たかひろ

浩
　小

お が さ わ ら
笠原照

て る み
美　　佐

さ さ き
々木　誠

まこと
　

　佐
さ さ き

々木政
まさよし

義　　前
ま え だ

田　孝
こういち

一
　多

た た ら
々良　勝

まさる
　

[ 参加議員 ]
　千

ち ば
葉　　久

ひさし
　　鎌

かまくら
倉　和

か ず お
雄

　水
み と べ

戸部正
まさひろ

博　　竹
たけなか

中　隆
たかひろ

浩
　小

お が さ わ ら
笠原照

て る み
美　　佐

さ さ き
々木　誠

まこと
　

　佐
さ さ き

々木政
まさよし

義　　前
ま え だ

田　孝
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第４５回北海道町村議会広報コンクール

議会とよとみ第250号が
入選に選出されました！

議 知会 らか せら の お

　この度「議会とよとみ第２５０号」が北海道町村
議会議長会主催の第４５回北海道町村議会広報コン
クールにおいて、入選に選出されました。
　町民の皆様の温かいご支援ご協力の賜物と深く感
謝申し上げます。
　今後もより良い紙面づくりを心がけ、日々精進し
てまいりますので、引き続きよろしくお願いします。

◀議会とよとみ第250号表紙

スマートフォンをご利用の方は「議会とよとみ第250号」を
ご覧いただけます▶
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　私たちの街をもっと住みやすくするためには、一人ひとりができることから始めましょう。例えば、ごみをきちんと分別して出す、自転車に乗るときは歩行者や他の自転車に気を配る、地域の清掃活動に参加するなど、小さなことからでも街は変わっていきます。
　また、地域の人たちとコミュニケーションをとることも大切です。地域のイベントに参加したり、近所の人と挨拶を交わしたりするだけでも、地域への愛着が深まり、より良い街づくりにつながります。
　さらに、新しいアイデアを提案したり、地域の課題解決のために活動したりすることも、住みやすい街を作る上で重要な役割を果たします。例えば、公園の遊具を増やしてほしい、図書館の開館時間を長くしてほしいなど、自分の意見を積極的に伝えましょう。私たち一人ひとりの小さな心がけと行動が、住みやすい豊富町を作るために不可欠です。　今すぐできることから始め、より良い未来の豊富町を一緒につくって行きましょう！

　僕は、豊富町の陸上競技場を土
のグラウンドからオールウェ

ザーにしたらいいと思います。

　なぜなら、オールウェザーの方
がいい記録が出やすく、観る

人も選手も面白いと思います。ま
た、雨が降っても地面がぬか

るむことが無いというのも一つの
利点です。

　さらに合宿などで来た他の地域
の人が買い物をすれば、豊富

町にもお金がおりて、町の発展に
も繫がると思います。そのお

金を使って町の建物を新しくし
たり、公園を造ったり、飲食店

を増やしたりなど、豊富町に住ん
でいる人にも恩恵があると思

います。
　オールウェザーにすると町の人

も気軽に運動ができ、町

内レクリエーションにも使えると
思います。

　是非、前向きに検討してみては
どうでしょうか？

豊富町議会広報紙
議会とよとみ　第252号
発　行　日／令和7年8月20日
発行責任者／議長　千葉　久
編　　　集／広報広聴常任委員会

議会を傍聴して
みませんか

［豊富町議会事務局］
〒098-4110　北海道天塩郡豊富町大通６丁目
TEL 0162-73-1755　FAX 0162-82-2806

次回定例会は

（9月中旬開催予定）

で
す

高校生の声
豊富町を住み続けたい
町にするために

豊富町を住み続けたい
町にするために千葉 煌太さん

豊富高校２年生

中学生の声
豊 富 町 に 一 言 ！豊 富 町 に 一 言 ！

今野 太陽さん

こうたちば

たいようこんの
豊富中学校3年生

　議員は議場でどんな発言をしているのか、どんなま
ちづくりを考えているのか、今後の町の方向性を直接
聞くことができるいい機会です。ぜひ、お越しください。

9月


